
 

 

 
 

 

 

 

バッタ，ツバメ

春のころよりも大きくなったバッタが，草の上にいた。

トンボやセミなど，こん虫が活発に活動していた。

巣立った子ツバメが，えだにとまっていた。

秋になって，こん虫や鳥などは，夏のころから

どのように変わっているのだろうか。

夏のころに見られたセミやツバメなどは，秋になって，気温が

下がると，すがたが見られなくなった。かわりに，カモが池にいた。

秋になって，気温が下がると，夏のころとはちがうこん虫が

これから先，冬にかけて，気温がさらに下がっていくから，植物は

かれて，動物はあまり活動しなくなると思う。
最近，見かけないから。

ツバメは，どこかへ行ってしまったと思う。

目だつようになり，たまごを産む活動などが見られる。また，

ツバメは見られなくなり，カモなどが見られるようになる。



 

 

  

10　　27 午前10時 晴れ 16℃

野原

・近づくとはねを広げて大きく飛んだ。

（感想）体が大きくなっていたから成虫だと思う。

ショウリョウバッタ



 

 

  

10　　27 午前10時 晴れ 16℃

公園の池

・夏に調べたときにはいなかったカモがいる。

・全体的に茶色で，体には細かいもようがある。

オナガガモ


